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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XE Release 3.7.0E（Catalystスイッチ用）および Cisco IOS XE Release 3.17S（Accessお
よび Edgeルーティング用）より、この 2つのリリースは集約されたリリース Cisco IOS XE 16の
1つのバージョンに進化（マージ）します。1つのリリースでスイッチおよびルーティングポー
トフォリオ内の Accessや Edge製品を幅広くカバーします。

テクノロジーの設定ガイドの機能情報の表には、機能が導入された時期についても記載されて

います。その機能が他のプラットフォームでサポートされた時期については、記載されている

場合とされていない場合があります。特定の機能がお使いのプラットフォームでサポートされ

ているかどうかを確認するには、該当製品のランディングページに掲載されているテクノロ

ジーコンフィギュレーションガイドをご覧ください。テクノロジーコンフィギュレーション

ガイドがご使用の製品のランディングページに表示された場合は、その機能がそのプラット

フォームでサポートされていることを意味します。

（注）
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第 2 章

SAF の設定

• 機能情報の確認, 3 ページ

• Cisco SAFの前提条件, 4 ページ

• Cisco SAFの制限事項, 4 ページ

• Cisco SAFに関する情報, 4 ページ

• Cisco SAF Forwarderの設定方法, 12 ページ

• Cisco SAF External Clientの設定方法, 33 ページ

• Cisco SAFの統計情報の表示方法, 37 ページ

• Cisco SAF設定から情報を削除する方法, 42 ページ

• Cisco SAFの設定例, 43 ページ

• その他の参考資料, 48 ページ

• Cisco SAFの機能情報, 49 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Cisco SAF の前提条件
• Cisco SAFを設定する前に、このマニュアルに記載された概念を理解しておく必要がありま
す。

•別の LAN上に配置されたCisco SAF Forwarderのネイバー関係を設定する前に、各Cisco SAF
Forwarder間の IPルーティングが設定されていることを確認してください。

Cisco SAF の制限事項
• Cisco SAFは、Cisco EIGRPルーティングとは無関係に動作します。

Cisco SAF に関する情報

Cisco SAF の概要
CiscoSAFは、ネットワークに接続されたリソースの存在、位置、および設定をアプリケーション
で検出可能にするフレームワークを提供します。Cisco SAFを使用すれば、アプリケーションで
ネットワーク上のサービスをアドバタイズまたは検出することによって、ネットワーク上のサー

ビスのタイムリーで信頼できる認識が可能になります。サービス情報は、サービスの内容を効率

的に配信してその検出を促進する特定の機能を担う Cisco SAF共同ノードのネットワークを通し
て配信されます。

非 SAFノードとは、SAFを認識しないネットワーク上のノードのことです。非 SAFノードは、
「ダークネット」と呼ばれており、ISPを通過するために必要です。Cisco SAFメッセージは IP
ベースのため、ダークネットの影響を受けません。

これらの Cisco SAF共同ネットワークノードは、次の 2つの機能的役割に分類されます。

• Cisco SAF Forwarder：サービス情報をネットワーク上で配布し、これらのサービスをネット
ワークでクライアントによって検出可能にします

• Cisco SAF Client：サービスがアドバタイズされ、検出できます

有効な Cisco SAFネットワークでは両方の役割が設定されている必要があります。

ここでは、次の情報を提供します。
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Cisco SAF Forwarder の概要
Cisco SAF Forwarderは、Cisco SAF Clientがアドバタイズしたサービスを受信して、そのサービス
をネットワークを通して安全に配信し、他のCisco SAFClientがそのサービスを利用できるように
します。Cisco SAF Forwarderの特徴：

•サービスアドバタイズメントの信頼できる配信を保証します。

•パスの冗長性に関する情報を保持します。

•スケーラブルです。

•ターゲットを絞ったマルチキャストおよびユニキャストメッセージを使用することによっ
て、ネットワーク帯域幅の使用を最小限に抑えます。

Cisco SAF Forwarderは、サービスアドバタイズメントを他の Cisco SAF Forwarderに伝搬させた
り、LAN、構内ネットワーク、WAN、または ISPを通して伝搬させたりすることができます。

基本Cisco SAFForwarderは、Cisco SAFClient間の関係とフレームワークを提供します。Cisco SAF
Forwarderの多くは、ネットワークの端または境界に配置されます。Cisco SAF Forwarderは、サー
ビスアドバタイズメントを受信して、そのコピーを保存してから、ネイバーSAFノードに転送し
ます。クライアントとフォワーダの関係は、アドバタイズメントを維持することです。クライア

ントがサービスを削除したり、フォワーダノードから切断したりした場合は、そのノードから使

用できなくなったサービスに関するフレームワークが通知されます。あるフォワーダノードで別

のフォワーダノードからのアドバタイズメントが受信された場合は、その全体（ヘッダーと不明

瞭なデータ）のコピーが保存され、他の SAFピアに転送されます。

有効なすべてのインターフェイスに対してサービスの動的検出を自動的に許可するようにLAN上
の Cisco SAF Forwarderを設定すると同時に、他のインターフェイスがサービスを検出するのをブ
ロックするインターフェイス（静的設定）を指定できます。

Cisco SAF Forwarderは、SAFネイバーノードにサービスメタデータを送信できます。メタデータ
は XML情報であり、サービスデータは、サーバが自分自身についてクライアントと通信する情
報です。サービスメタデータは EIGRP/SAFのバージョンがアップグレードされるまで、混在環
境では伝播されません。

サービスの動的検出を自動的に許可するように非 SAFノード上のCisco SAF Forwarderを設定でき
ます。たとえば、CiscoSAFForwarderは共通のピアグループに属しています。CiscoSAFForwarder
のペア間の静的設定（ユニキャスト）を作成することもできます。

サービスの動的検出を許可するには、マルチキャストルーティングが必要です。（注）

Cisco SAF Client の概要
Cisco SAF Clientは、サービスの製作者（ネットワークにアドバタイズする）と消費者（ネット
ワークにサービスを要求する）のどちらかまたはその両方です。Cisco SAF Clientから Cisco SAF
Forwarderに登録メッセージが送信されると、Cisco SAFForwarderとの関係が確率されます。Cisco
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SAF Forwarderは、この登録メッセージを使用して、その Cisco SAF Clientを同じフォワーダに接
続されている他のクライアントから区別する一意のハンドルを取得します。Cisco SAF Clientは、
登録しなければ、サービスをアドバタイズ（パブリッシュ）または要求（サブスクライブ）する

ことができません。次の図は、一般的な Cisco SAFネットワークを示します。

サービスをアドバタイズするときに、Cisco SAF Clientは、提供するサービスに関する情報を含む
アドバタイズメントを Cisco SAF Forwarderにパブリッシュ（送信）します。サービスは、一意の
サービス ID、サブサービス ID、およびインスタンス IDによって識別され、サービスデータに
よって記述されます。サービスの識別子の詳細については、「CiscoSAFサービス ID番号のフォー
マット」を参照してください。Cisco SAF Clientは、新しいサービスのアドバタイズごとにパブ
リッシュ要求を送信できます。Cisco SAF Forwarderは、Cisco SAF Clientがパブリッシュしたすべ
てのサービスをアドバタイズします。Cisco SAF Clientは同じサービスの新規発行要求を送信する
ことで、既存のサービスのアドバタイズメントを更新できます。また、クライアントは、既存の

サービスアドバタイズメントのいずれかを削除する非公開の要求を生成することもできます。

サービスを要求するときに、Cisco SAF Clientは、サブスクライブ要求を使用してサービスの要求
通知を送信します。サブスクライブ要求には、Cisco SAFClientに必要なサービスセットが記述さ
れたフィルタが含まれています。この要求に応答して、Cisco SAF Forwarderは、一連の通知要求
で、フィルタと一致する最新のサービスセットを Cisco SAF Clientに送信します。パブリッシュ
要求と同様に、Cisco SAF Clientは、新しいフィルタを使用するたびにサブスクライブ要求を生成
する必要があります。Cisco SAF Clientは、既存のサブスクリプションのいずれかを削除するサブ
スクライブ解除要求も生成できます。

Cisco SAF Clientは内部（Cisco SAF Forwarderに常駐している）または外部（他のデバイスに存在
し、XMCPプロトコルを使用してCisco SAFフォワーダと通信する）のいずれかです。内部Cisco
SAF Clientには、機能マネージャ（「機能マネージャの設定」を参照）および Cisco Unified
CommunicationsManager Express（CiscoUnified CME）が含まれます。XMCPを使用する外部Cisco
SAF Clientには、Cisco Unified Communications Managerが含まれます。
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XMCP の概要を使用する外部 Cisco SAF クライアント
外部 Cisco SAFクライアントは XMCPサーバとして設定された Cisco SAF Forwarderへの TCP接
続を開始します。TCP接続が確立されると、クライアントは Cisco SAF Forwarderへ XMCP登録
メッセージを送信することにより、この接続上で XMCPセッションを開始します。

XMCPセッションはセキュリティのためにユーザ名とパスワードを使用します。

•ユーザ名は XMCPサーバ（Cisco SAF Forwarder）への XMCPクライアント（Cisco SAFクラ
イアント）からの要求に含まれます。

•パスワードは要求で送信されないが、クライアントが要求に付加されるメッセージ整合性値
を計算するために使用される共有秘密です。

XMCPサーバが要求を受信すると、要求内でユーザ名属性を検索し、それをパスワードのローカ
ルコピーにアクセスするために使用し、要求に対する独自のメッセージ整合性値を計算します。

計算が一致すると、パスワードが一致するはずで、要求が認証されて、XMCPクライアントが
CiscoSAFクライアントとして機能することが許可されます。一致しないと、パスワードが正しく
なく、要求は拒否されます。

XMCPのセッションが正常に確立されると、XMCPクライアントはXMCPパブリッシュ、非パブ
リッシュ、登録、および登録解除要求を送信できます。サーバがこのような要求を受信し、正常

に認証すると、同等のCiscoSAFクライアント要求に変換し、CiscoSAFForwarderに送信します。
同様に、フォワーダからの Cisco SAF Client通知要求は XMCP通知要求に変換され、XMCPクラ
イアントに送信されます。

外部 Cisco SAFクライアントがネットワーク停止時に Cisco SAFネットワークへの接続を失う可
能性があるため、Cisco SAFForwarderは、Cisco SAFクライアントの有効性に関する定期的な検証
を要求し、CiscoSAFネットワークにサービスをアドバタイズします。XMCPでは、これは登録時
にクライアントとサーバ間で有効性タイマーを交換することによって実現されます。XMCPクラ
イアントは要求の間隔がこの値を超えないようにする責任があります。XMCPクライアントには
送信するデータ（パブリッシュまたは登録）がないので、サーバのタイマーを更新するために、

小さなキープアライブメッセージを生成します。

Cisco SAF Forwarderは、有効性タイマーと同じ時間内にクライアントから XMCP要求が送信され
なかった場合に、外部 Cisco SAF Clientを故障中と見なします。Cisco SAF Forwarderが Cisco SAF
Clientの故障を検出すると、そのクライアントの代わりに、アドバタイズされたサービスをネット
ワークから削除して、そのクライアントが設定したすべてのサブスクリプションを抹消します。

有効性タイマーの期限切れを待つ代替として、CiscoSAFクライアントは手動で登録を解除（XMCP
のセッションを終了する登録解除要求を送信）して、正常に Cisco SAF Forwarderにすべてのサー
ビスとサブスクリプションを終了させることができます。

Cisco SAF サービス ID 番号のフォーマット
サービスとは、ある Cisco SAF Clientアプリケーションでアドバタイズすることによって、他の
Cisco SAFClientアプリケーションで使用可能になる情報のことです。サービスアドバタイズメン
トはサービスデータで構成されます。また、サービスアドバタイズメントはヘッダーデータを
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使用してフォワーダ間で伝搬されます。サービスの受信を希望するCisco SAFClientは、サービス
ヘッダーとサービスデータを調査することができます。

サービス ID番号がネットワーク上のサービスを一意に識別します。次の例は、サービス ID番号
のフォーマットを示しています。

service:sub-service:instance.instance.instance.instance

サービス IDは、アドバタイズするメジャーサービスの 16ビットの 10進識別番号です。メジャー
サービスとは、CiscoUnifiedCommunications（UC）などの特定のテクノロジー領域を意味します。
サービス IDは、SAFクライアントが必要なさまざまなお客様にシスコから割り当てられます。

次の例は、IP Everywhereと Cisco Unified Communicationsのサービス ID値を示しています。

Cisco Defined Numbers
SAF_SERVICE_ID_IPE = 100 ! IP Everywhere
SAF_SERVICE_ID_UC = 101 ! Unified Communications

サブサービス IDは、アドバタイズするマイナーサービスの 16ビットの 10進識別番号です。サ
ブサービス（マイナーサービスとも呼ばれる）とは、テクノロジー内部のサービスタイプを意味

します。たとえば、UC内部には次のようなサブサービスがあります。

•サブサービス 1は TDMゲートウェイです。

•サブサービス 2はホステッド DNです。

•インスタンスが、この種のサービスのサービスアドバタイズメントを識別します。たとえ
ば、サービス IDが「101:1:abcd.1234.ef.678」の場合は、特定の場所（インスタンス
abcd.1234.ef.678）にある Communications Managerクラスタによって通知された UC（サービ
ス 101）TDMゲートウェイ（サブサービス 1）のアドバタイズメントを意味します。

インスタンス IDは、アドバタイズされた特定のサービスを識別する一意の 128ビット値です。

クライアントチームがサブサービスの使用方法とアプリケーションのインスタンス値を定義しま

す。クライアントは、CiscoSAFドメインにおけるインスタンスの一意性を保証する必要がありま
す。

Cisco SAF とネットワークにおけるドメインの役割
ネットワークサービスの種類と数が増えるほど、これらのサービスのタイムリーで信頼できる認

識の実現が、生産性と効率性の向上に大きく貢献することになります。WAN上でサービス可用性
の認識を伝搬させる場合の最重要課題の 1つがスケーラビリティです。ネットワークの成長に合
わせて、ネットワーク上のデバイスから提供されるサービスも増加します。サービスアドバタイ

ズメントに関与するプロトコルは、この増加した負荷を処理するためにスケールする必要があり

ます。このようなプロトコルは、変化に迅速に対応し、新しい情報をタイムリーに生成する必要

もあります。

CiscoSAFは、企業のサービス拠点向けのスケーラブルなソリューションとして設計されており、
LANおよびWANのインターネットセグメントをカバーすることができます。企業向けソリュー
ションの Cisco SAFは、ドメインを使用して大規模ネットワークにスケールするように設定でき
ます。Cisco Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）では、ルートを階層的に検索可能
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な自律システムの概念が定義されていますが、CiscoSAFでも、ドメインとサブドメインの同様の
概念を採用しています。

Cisco SAFは、IPマルチキャストと呼ばれる動的なピア検出およびサービスアドバタイズメント
伝搬技術を提供します。IPマルチキャストでは、IP Cisco SAF Forwarder（IPサブネット同士を接
続してイントラネットを形成するデバイス）同士が協力する必要があります。ただし、IPマルチ
キャストがイントラネット全体に実装されない場合があります。IPマルチキャストが存在しない
場合は、Cisco SAFが、設定されたサブネット内または IPマルチキャストがサポートされている
サブネットグループ内で動作します。

Cisco SAFForwarderが、ドメインとサブドメインの 2つのプライマリタイプ管理ドメイン（AD）
を提供します。ドメインとサブドメインは、1つの注目すべき例外を除いて、同様に機能します。
サブドメインでは、一意のネイバー関係が構築されない代わりに、シングルピアリングが使用さ

れます。

ネットワーク上には、すべてのサービスをアドバタイズするためのドメインが 1つだけ存在する
のが理想的です。ただし、スケーリングやポリシーの問題を考えると、ネットワークによって複

数ドメインが必要な場合があります。単一ドメインの使用をお勧めします。次のような場合は、

複数ドメインの使用を検討してください。

• 30,000を超えるサービスが 1つのドメインに登録されている。

•サービスの伝搬を制限するためにサービスを論理的にグループ分けする必要がある。

アクセスが許可されていないユーザによるサービスの閲覧を防止するには、閉じたグループが必

要です。

サービスの再分配によって、複数のドメイン間でサービス情報を交換することができます。サー

ビスをネットワークの特定の領域に限定したり、特定のネットワーク上のサービス数を制限した

りしなければならない場合があります。複数ドメインを使用する必要がある場合は、サービスア

ドバタイズメントの再分配が解決策になる可能性があります。

ネットワーク上の各ドメインは、1つずつの管理ドメイン（AD）に分けられています。同じ AD
内のすべてのCisco SAFForwarder（同じドメインを実行している）は、AS全体の情報を把握して
います。2つ以上の管理ドメインを接続している Cisco Forwarderは、境界フォワーダと呼ばれて
います。境界フォワーダが、AS間でサービス情報をアドバタイズします。複数の境界フォワーダ
を使用してループ（ある ADから入手された情報がその ADに戻される）を回避する場合は、設
計を慎重に検討する必要があります。

Cisco SAF 仮想ルータ
Cisco EIGRP Service-Family Supportは、独立して動作する複数のインスタンスの設定を可能にする
名前付き設定を拡張したものです。基本の Cisco EIGRPパケットエンコードに仮想ルータ ID
（VRID）が追加されたことによって、複数インスタンスが可能になります。

仮想ルータが作成されるたびに、VRIDが、トップレベルルータに割り当てられ、その下に設定
されたアドレスファミリとサービスファミリで共有されます。
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Cisco SAF ネイバー関係
Cisco SAF Forwarderは、Cisco SAF Forwarderプロトコルをサポートするルータが存在しないネッ
トワーク上で動作できます。このようなネットワークは「ダークネット」と呼ばれています。

Cisco SAF（IPクラウド）をサポートしていない IPネットワーク上で Cisco SAF Forwarderを設定
する方法が 2つあります。1つはユニキャストCisco SAFネイバーで、もう 1つはマルチキャスト
Cisco SAFネイバーです。

ユニキャスト設定を使用すれば、ネイバーとの信頼できるポイントツーポイント隣接関係を構築

することができます。Cisco SAF Forwarderの数が増えた場合は、マルチキャストを使用して、複
数の Cisco SAFネイバー間の効率的な転送を実現することができます。1つの IPマルチキャスト
グループアドレスを使用して、複数の Cisco SAFネイバーが 1つのピアグループ内で SAF情報を
交換することができます。

Cisco SAF のメリット
従来、ネットワーク上のサービスを特定するには、ネットワークアプリケーションに必要なサー

ビスのホスト名とネットワークアドレスを設定するか、ネットワークアプリケーションで DNS
などのオーバーレイメカニズムを使用する必要がありました。サービスアドバタイズメントをサ

ポートする既存のプロトコルでは、リソース使用の定期的な通知が提供されます。このようなネッ

トワークサービスの多くは LANベースです。

次の図に、従来の設定方法が必要な Cisco Unified Communications Managerネットワークを示しま
す。
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Cisco SAFは、ネットワークに接続されたサービスの存在、位置、および設定をネットワークア
プリケーションで自動的に検出可能にするフレームワークを提供します。このサービスの自動検

出によって、頻繁に設定を変更しなければならないダイヤルプランなどの複雑な設定を手動で入

力する必要がなくなります。また、CiscoSAFを使用すれば、アプリケーションでサービスをアド
バタイズしたり、検出したりできます。さらに、1つの設定を作成すれば、情報が必要なすべて
のデバイスにその設定を伝搬させることができます。

次の図に、Cisco SAFを使用したCiscoUnified CommunicationsManagerネットワークを示します。

Cisco SAF Clientは、Cisco SAF Forwarderと同じルータ上に設定することも、外部ルータ上に設定
することもできます。
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Cisco SAF Forwarder の設定方法

Cisco SAF の有効化
Cisco SAFを有効にしてCisco SAFサービス検出プロセスを作成するには、次のコマンドを使用し
ます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. exit-service-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーション

モードで EIGRP仮想インスタンスを有
効にします。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

CiscoSAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

サービスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit-service-family

例：

Router(config-router-sf)# exit-service-family

ステップ 5   

Cisco SAF のインターフェイス固有コマンドの設定
Cisco SAFは、インターフェイス固有コマンドの継承優先を提供します。sf-interfaceコンフィギュ
レーションモードで実施された設定は、特定の sf-interface設定や工場出荷時のデフォルト設定よ
りも優先されます。Cisco SAFのサービスファミリの下でインターフェイス固有コマンドを設定
するには、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. sf-interface
7. exit-sf-interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドで EIGRP仮想インスタンスを有効に
します。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

デフォルトで有効になっている、ルータ

上で指定された自律システム用の Cisco
SAFサービスファミリを作成します。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイス

のサービスファミリインターフェイス

sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet 0/0

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを有効に

します。

設定に必要な適切な interfaceコマンドを
入力します。

sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# sf-interface
hello-interval 10

ステップ 6   

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 7   

マルチトポロジネットワーク用の Cisco SAF の設定
次の設定を使用して、クライアントを登録し、名前付きトポロジにサービスをパブリッシュまた

はサブスクライブします。既存のトポロジ名を使用して 2つ目のトポロジを別の IDに設定した場
合は、同じトポロジの 2つの IDが作成されるのではなく、既存のトポロジが置き換えられます。

マルチトポロジネットワーク用の Cisco SAFを設定するには、次のコマンドを使用します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. topologybase
6. exit-sf-topology

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドでEIGRP仮想インスタンスを有効にし
ます。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

Cisco SAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

サービスファミリインターフェイスト

ポロジコンフィギュレーションモードを

topologybase

例：

Router(config-router-sf)# topology base

ステップ 5   

有効にして、ルータ上で指定されたイン

ターフェイス用のトポロジベースを作成

します。
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目的コマンドまたはアクション

サービスファミリインターフェイスト

ポロジコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit-sf-topology

例：

Router(config-router-sf-topology)# exit-sf-topology

ステップ 6   

Cisco SAF の静的ネイバー関係の設定
次のコマンドを使用して、Cisco SAF Forwarder間の静的ネイバー隣接関係を設定します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. neighbor{ip-address {interface-typeinterface-number}|descriptionword|maximum-service} |

maximum-servicenumber[threshold-value] [dampened | reset-time | restartinterval | restart-count |
warning-only]}

6. exit-service-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーション

モードで EIGRP仮想インスタンスを
有効にします。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ルータ上で指定された自律システム用

のCisco SAFサービスファミリを有効
にします。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system
4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイ

スの Cisco SAFネイバー関係を有効に
します。

neighbor{ip-address
{interface-typeinterface-number}|descriptionword|maximum-service}
|maximum-servicenumber[threshold-value] [dampened | reset-time
| restartinterval | restart-count | warning-only]}

ステップ 5   

例：

Router(config-router-sf)# neighbor 10.10.10.1 Ethernet 0/0

サービスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit-service-family

例：

Router(config-router-sf)# exit-service-family

ステップ 6   

Cisco SAF のスタブルーティングの設定
Cisco SAF Forwarderをスタブルータとして設定できます。Cisco EIGRPスタブルーティングの詳
細については、『Cisco IOS IP Routing: EIGRP Configuration Guide』の「Configuring EIGRP」モ
ジュールを参照してください。

Cisco SAFスタブルータを作成するには、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemnumber
5. eigrpstub [receive-only|connected]
6. exit-service-family
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードで

EIGRP仮想インスタンスを有効にします。
routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用のCiscoSAF
サービスファミリを有効にします。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemnumber

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

Cisco SAFのスタブルータを設定します。eigrpstub [receive-only|connected]

例：

Router(config-router-sf)# eigrp stub
connected

ステップ 5   

サービスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit-service-family

例：

Router(config-router-sf)#
exit-service-family

ステップ 6   

Cisco SAF のルート認証の設定
Cisco SAFルート認証では、ルーティングプロトコルからのルーティング更新のメッセージダイ
ジェスト 5（MD5）認証が提供されます。各パケット内のMD5キー付きダイジェストによって、
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未承認ソースからの不正なまたは偽のルーティングメッセージの導入が阻止されます。CiscoSAF
のルート認証を設定するには、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. authenticationkey-chainname-of-chain
7. authenticationmode {hmac-sha-256 {0 | 7}password|md5}
8. exit-sf-interface
9. exit-service-family
10. exit
11. key-chainname-of-chain
12. keykey-id
13. key-stringtext
14. accept-lifetimestart-time [local {durationseconds | end-time | infinite}]
15. send-lifetimestart-time [local {durationseconds | end-time | infinite}]
16. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーション

モードで EIGRP仮想インスタンスを有
効にします。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ルータ上で指定された自律システム用

の Cisco SAFサービスファミリを有効
にします。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイ

スの IPv4サービスファミリインター
sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet 0/0

ステップ 5   

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを有効にします。

EIGRPの認証キーチェーンを指定しま
す。

authenticationkey-chainname-of-chain

例：

Router(config-router-sf-interface)# authentication
key-chain example

ステップ 6   

ルータ上で指定されたインターフェイ

スの IPv4サービスファミリ認証モード
authenticationmode {hmac-sha-256 {0 | 7}password|md5}

例：

Router(config-router-sf-interface)# authentication mode
md5

ステップ 7   

HMAC-SHA-256またはMD5を有効に
します。

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 8   

サービスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit-service-family

例：

Router(config-router-sf)# exit-service-family

ステップ 9   

ルータコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 10   

ルーティングプロトコルの認証を有効

にするために必要な認証キーチェーン

key-chainname-of-chain

例：

Router(config)# key-chain example

ステップ 11   

を定義して、キーチェーンコンフィギュ

レーションモードを開始します。
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目的コマンドまたはアクション

キーの認証文字列を特定します。keykey-id

例：

Router(config-keychain)# key example

ステップ 12   

キーの認証文字列を指定します。key-stringtext

例：

Router(config-keychain-key)# key-string example

ステップ 13   

キーチェーン内の認証キーが有効とし

て受信される期間を設定します。

accept-lifetimestart-time [local {durationseconds | end-time |
infinite}]

例：

Router(config-router-sf-interface)# accept-lifetime example

ステップ 14   

キーチェーン上の認証キーが送信可能

な期間を設定します。

send-lifetimestart-time [local {durationseconds | end-time |
infinite}]

例：

Router(config-router-sf-interface)# send-lifetime example

ステップ 15   

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit

ステップ 16   

ネイバー変更と警告のログの設定

デフォルトで、ルーティングシステムの安定性を監視して問題を特定できるように、ネイバー隣

接関係の変更がシステムログに記録されます。無効にしたこのような変更のロギングを再度有効

にする場合は、次のコマンドを使用します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. eigrplog-neighbor-changes
6. eigrplog-neighbor-warningsseconds
7. exit-service-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーション

モードで EIGRP仮想インスタンスを有
効にします。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

CiscoSAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

EIGRPサービスファミリネイバー隣接
関係の変更のロギングを有効にします。

eigrplog-neighbor-changes

例：

Router(config-router-sf)# eigrp log-neighbor-changes

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

サービスファミリ警告メッセージの変

更のロギングを有効にします。

eigrplog-neighbor-warningsseconds

例：

Router(config-router-sf)# eigrp log-neighbor-warnings 60

ステップ 6   

サービスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit-service-family

例：

Router(config-router)# exit-service-family

ステップ 7   

Cisco SAF に使用されるリンク帯域幅の割合の設定
デフォルトで、bandwidthinterfaceコンフィギュレーションコマンドで設定されたように、リン
ク帯域幅の最大 50%がパケットに消費されます。別のレベルのリンク使用が必要な場合、また
は、設定された帯域幅が実際のリンク帯域幅に適合しない（ルートメトリックの計算に影響を与

えるように設定されている）場合は、この値を変更できます。次のコマンドを使用して、Cisco
SAFに使用されるリンク帯域幅の割合を設定します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. bandwidth-percentmaximum-bandwidth-percentage
7. exit-sf-interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドで EIGRP仮想インスタンスを有効に
します。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

Cisco SAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイス

のサービスファミリインターフェイス

sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを有効に

します。

Cisco SAFのリンクに使用される帯域幅
の最大割合を設定します。

bandwidth-percentmaximum-bandwidth-percentage

例：

Router(config-router-sf-interface)# bandwidth-percent 75

ステップ 6   

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 7   

Cisco SAF インターフェイスのメトリックダンプニングインターバル
の設定

メトリックコンポーネントは頻繁に変更される可能性があるため、その変更頻度がネットワーク

に影響を与える可能性があります。頻繁に変更するためには、SAFインターフェイス経由で取得
したプレフィックスを更新して、すべての隣接ルータに送信する必要があります。この更新がさ

らなる更新を産み、最悪の場合、ネットワーク規模のチャーンを引き起こす可能性があります。
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このような影響を回避するために、ダンプニングしきい値を下回っている変更は無視できるよう

に、メトリックを下げるか、しきい値を設定することができます。

即時更新を引き起こすネットワーク変更には、新しい nexthopまたはダウンインターフェイスか
ダウンルータがルータ上で選択されるメトリックの変更が含まれます。

メトリック変更のダンプニングは変更またはタイムインターバルに基づいて設定できます。

ダンプニング方法によって次のように動作が異なります。

•変更ベースの場合は、特定のインターフェイス経由で取得されたルートの変更または特定の
インターフェイスメトリックの変更が、最後にアドバタイズされた値から計算されたメト

リックの変更が非常に重要で更新を送信しなけらばならなくなるまで、隣接ルータにアドバ

タイズされません。

•インターバルベースの場合は、特定のインターフェイス経由で取得されたルートの変更また
は特定のインターフェイスメトリックの変更が、指定されたインターバルが経過するまで、

または、その変更によって新しいルートパスが選択されなければ、隣接ルータにアドバタイ

ズされません。タイマーが切れると、レポートに対する変更が未処理のルートが送信されま

す。ルートが変更され、そのルートの最終メトリックが最後に更新されたメトリックと一致

する場合は、更新されたルータが送信されません。

変更ベースとインターバルベースのメトリックダンプニングパラメータの詳細については、次

のセクションを参照してください。

変更ベースのダンプニング設定

次のコマンドを使用して、CiscoSAFインターフェイスの変更ベースの最大ダンプニング割合を設
定します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. dampening-change [change-percentage]
7. exit-sf-interface
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドでEIGRP仮想インスタンスを有効にし
ます。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

Cisco SAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイス

のサービスファミリインターフェイス

sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを有効に

します。

隣接ピアに更新がアドバタイズされる、

EIGRPサービスファミリインターフェ
dampening-change [change-percentage]

例：

Router(config-router-sf-interface)# dampening-change 50

ステップ 6   

イス経由で取得されたルート変更の割合

を設定します。

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 7   
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インターバルベースのダンプニング設定

次のコマンドを使用して、Cisco SAFインターフェイスのインターバルベースのダンプニングを
設定します。設定した値によって、CiscoSAFインターフェイスとピアに影響を与えるトポロジ変
更による更新が発生するインターバルが設定されます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. dampening-interval[interval]
7. exit-sf-interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドで EIGRP仮想インスタンスを有効に
します。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

Cisco SAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

ルータ上で指定されたインターフェイス

のサービスファミリインターフェイス

sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを有効に

します。

EIGRPインターバルベースのダンプニ
ングインターバルを設定します。

dampening-interval[interval]

例：

Router(config-router-sf-interface)# dampening-interval 30

ステップ 6   

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 7   

hello パケット間のインターバルとホールドタイムの調整
ルーティングデバイスは、定期的にhelloパケットを相互に送信して、直接接続されたネットワー
ク上の他のルータをダイナミックに学習します。この情報は、ネイバーを検出したり、ネイバー

が到達不能または動作不能になったことを学習したりするために使用されます。

デフォルトでは、helloパケットは5秒間隔で送信されます。例外は、デフォルトのhelloインター
バルが 60秒の低速非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）メディアの場合です。低速と
は、bandwidthinterfaceコンフィギュレーションコマンドで指定されているように、T1以下の
レートを指します。高速 NBMAネットワークのデフォルトの helloインターバルは 5秒です。フ
レームリレーやスイッチドマルチメガビットデータサービス（SMDS）に使用されるネットワー
クは、NBMAと見なされる場合と見なされない場合があることに注意してください。このような
ネットワークは、インターフェイスが物理マルチキャストを使用するように設定されていない場

合は NBMAと見なされ、それ以外の場合は NBMAと見なされません。

保留時間は、helloパケットでアドバタイズされ、送信元を有効と見なす時間の長さをネイバーに
示します。デフォルトの保留時間は、hello間隔の 3倍（15秒）です。低速 NBMAネットワーク
のデフォルトのホールドタイムは 180秒です。混雑したネットワークや大規模なネットワーク上
では、デフォルトのホールドタイムでは、すべてのルータがネイバーから helloパケットを受信
するのに不十分な場合があります。この場合、ホールドタイムを増やすこともできます。ホール

ドタイムを調整する場合は、テクニカルサポート担当者に相談してください。自律システム番号

で指定された特別なルーティングプロセス用のインターフェイスに関するホールドタイムを変更

するには、holdtimeコマンドを使用します。
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helloパケットの間隔と保留時間は調整することができます。helloパケット間のインターバルと
ホールドタイムを変更するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコマ

ンドを使用します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. hello-intervalseconds
7. hold-timeseconds
8. exit-sf-interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドで EIGRP仮想インスタンスを有効に
します。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

Cisco SAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

ルータ上で指定されたインターフェイス

のサービスファミリインターフェイス

sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを有効に

します。

EIGRPサービスファミリプロセスの期
間を設定します。

hello-intervalseconds

例：

Router(config-router-sf-interface)# hello-interval 50

ステップ 6   

自律システム番号で指定された EIGRP
サービスファミリルーティングプロセ

スの期間を設定します。

hold-timeseconds

例：

Router(config-router-sf-interface)# hello-interval 50

ステップ 7   

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 8   

スプリットホライズンの無効化

インターフェイス上でスプリットホライズンが有効になっている場合は、ルート情報（更新パ

ケットや照会パケットなど）の発信元であるインターフェイス以外のルータによるその情報のア

ドバタイズがブロックされます。この方法でアップデートパケットとクエリーパケットを制御す

ると、ルーティングループが発生する可能性が低くなります。

通常、特にリンクが切断された場合には、この動作によって複数のルーティングデバイス間の通

信が最適化されます。ただし、非ブロードキャストネットワーク（フレームリレーや SMDSな
ど）を使用している場合は、この動作では不十分な状況が発生する可能性があります。その場合

は、Cisco SAFを設定したネットワークを含めて、スプリットホライズンを無効にすることがで
きます。

デフォルトでは、スプリットホライズンはすべてのインターフェイスでイネーブルになっていま

す。スプリットホライズンを無効にするには、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドで、nosplit-horizonコマンドを使用します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. nosplit-horizon
7. exit-sf-interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドで EIGRP仮想インスタンスを有効に
します。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

Cisco SAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイス

のサービスファミリインターフェイス

sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを有効

にします。
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目的コマンドまたはアクション

スプリットホライズンを無効にします。nosplit-horizon

例：

Router(config-router-sf-interface)# no split-horizon

ステップ 6   

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 7   

メトリック最大ホップカウントの設定

最大ホップカウントによって、サービスをアドバタイズする目的で伝搬可能なホップカウントが

制限されます。デフォルトの最大ホップカウントは 100です。

サービスのアドバタイズに使用されるホップカウントを制限するには、次のコマンドを使用しま

す。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. sf-interfaceinterface-nameinterface-number
6. metricmaximum-hops
7. exit-sf-interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドでEIGRP仮想インスタンスを有効にし
ます。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

Cisco SAFサービスファミリを有効にし
ます。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイス

のサービスファミリインターフェイス

sf-interfaceinterface-nameinterface-number

例：

Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet 0/0

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを有効に

します。

IPルーティングソフトウェアを到達不能
ルートとしてアドバタイズするための

ホップカウントを指定します。

metricmaximum-hops

例：

Router(config-router-sf-interface)# metric maximum-hops 5

ステップ 6   

サービスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit-sf-interface

例：

Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface

ステップ 7   

Cisco SAF External Client の設定方法
ここでは、Cisco SAF External Clientを設定するタスクについて説明します。

Cisco SAF Clientは、次のいずれかの方法で Cisco SAFネットワークに接続します。

•内部APIを使用して Cisco SAF Forwarderに接続する場合は、Cisco SAF Forwarderと同じルー
タ上に存在します。詳細については、「機能マネージャの設定」の項を参照してください。
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• Cisco SAF Forwarderの外部に存在します。この設定では、SAF Clientは Cisco SAF External
Clientと呼ばれ、Cisco SAF Forwarderに接続するためのプロトコルインターフェイスが必要
になります。

前提条件

事前に必要な作業：

• Cisco SAF Clientでは、「Cisco SAF Clientの概要」に記載された概念を理解しておく必要が
あります。

•別々の LAN上に配置された Cisco SAF External Clientのネイバー関係を設定する前に、各
Cisco External Client間の IPルーティングが設定されていることを確認してください。

Cisco SAF External Client の設定
Cisco SAF External Clientを設定するには、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number
5. topologybase
6. external-clientclient-label
7. exit-sf-topology
8. exit-service-family
9. exit
10. service-familyexternal-clientlisten{ipv4 | ipv6} tcp_port_number
11. external-clientclient-labelbasename
12. usernameuser-name
13. passwordpassword-name
14. keepalivenumber
15. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドで EIGRP仮想インスタンスを有効にし
ます。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の

CiscoSAFサービスファミリを有効にしま
す。

service-family{ipv4 |
ipv6}[vrfvrf-name]autonomous-systemautonomous-system-number

例：

Router(config-router)# service-family ipv4
autonomous-system 4453

ステップ 4   

ルータ上で指定されたインターフェイスの

サービスファミリインターフェイストポ

topologybase

例：

Router(config-router-sf)# topology base

ステップ 5   

ロジコンフィギュレーションモードを有

効にします。

指定されたクライアントラベルで Cisco
SAF External Clientを設定します。

external-clientclient-label

例：

Router(config-router-topology)# external-client example

ステップ 6   

サービスファミリトポロジコンフィギュ

レーションモードを終了します。

exit-sf-topology

例：

Router(config-router-sf-topology)# exit-sf-topology

ステップ 7   

サービスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit-service-family

例：

Router(config-router-sf)# exit-service-family

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 9   

Cisco SAFForwarderとの通信に使用される
Cisco SAF External Clientの TCPポートを

service-familyexternal-clientlisten{ipv4 | ipv6} tcp_port_number

例：

Router(config)# service-family external-client listen ipv4
5050

ステップ 10   

設定します。ポートの有効範囲は 1024～
65536です。

指定したクライアントラベルと任意でベー

ス名を使用して Cisco SAF External Client
を設定します。

external-clientclient-labelbasename

例：

Router(config-external-client)# external-client example
basename

ステップ 11   

basenameキーワードを指定すると、SAF
External Clientがクライアントラベルに基
づいて命名規則を使用できるようになりま

す。命名規則は、client-label@[1-1024]の
形式で、最大で 1024の SAFExternal Client
を指定できます。たとえば、external-client
コマンドが exampleというクライアント
ラベルを指定すると、SAF External Client
のベース名は example@1になります。別
の SAF External Clientは example@2とな
り、最大 1024まで同様のベース名となり
ます（@1024）。

外部クライアントラベルコンフィギュ

レーションモードを有効にして、指定さ

usernameuser-name

例：

Router(config-external-client)# username example

ステップ 12   

れたユーザ名で Cisco SAF External Client
を設定します。

Cisco SAFExternal Clientのパスワードを設
定します。最小パスワード長は 11文字で
す。

passwordpassword-name

例：

Router(config-external-client-mode)# password examplepass

ステップ 13   

（任意）Cisco SAFExternal Clientのキープ
アライブタイマーを指定します。キープ

keepalivenumber

例：

Router(config-external-client-mode)# keepalive 360000

ステップ 14   

アライブ値はミリ秒単位です。デフォルト

は 9600ミリ秒です。
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目的コマンドまたはアクション

外部クライアントラベルコンフィギュ

レーションモードを終了します。

exit

例：

Router(config-external-client-mode)# exit

ステップ 15   

Cisco SAF の統計情報の表示方法
Cisco SAFの統計情報を表示するには、特権 EXECモードで次のコマンドを使用します。
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手順の概要

1. show service-routing xmcp clients [ip_address | handle] [detail]
2. show service-routing xmcp server
3. showeigrpservice-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number accounting
4. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number clients [detail]
5. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number events

[starting-event-number ending-event-number]
6. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number interfaces

[interface-type interface-number] [detail]
7. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number subscriptions
8. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number timers
9. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number summary
10. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number zero successors
11. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology
12. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology active
13. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology all-links
14. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology base

service-instance-number | clients [detail]
15. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology

[detail-links]
16. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology

events[starting-event-number ending-event-number]
17. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology pending
18. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology

[service-typeconnected | external | internal | local | redistributed | summary]
19. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology sia-events

starting-event-number ending-event-number
20. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology sia-statistics

[ip-address]
21. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology summary
22. show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name] autonomous-system-number topology

zero-successors

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

接続された XMCPクライアントに関す
る情報を表示します。

show service-routing xmcp clients [ip_address | handle] [detail]

例：

Router> show service-routing clients detail

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

CiscoSAF用に設定されたクライアント、
外部クライアント、またはサブスクリプ

ションに関する情報を表示します。

show service-routing xmcp server

例：

Router> show service-routing xmcp server

ステップ 2   

Cisco SAFに関するアカウンティング情
報を表示します。

showeigrpservice-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number accounting

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 accounting

ステップ 3   

CiscoSAFClientに関する情報を表示しま
す。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number clients [detail]

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 clients

ステップ 4   

Cisco SAFイベントに関する情報を表示
します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number events [starting-event-number
ending-event-number]

ステップ 5   

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 events

Cisco SAFインターフェイスに関する情
報を表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number interfaces [interface-type
interface-number] [detail]

ステップ 6   

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 interfaces

Cisco SAFサブスクリプションに関する
情報を表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number subscriptions

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453
subscriptions

ステップ 7   

Cisco SAFタイマーに関する情報を表示
します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number timers

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 timers

ステップ 8   

Service Advertisement Framework コンフィギュレーションガイド
39

SAF の設定
Cisco SAF の統計情報の表示方法



目的コマンドまたはアクション

Cisco SAFに関するサマリー情報を表示
します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number summary

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 summary

ステップ 9   

Cisco SAFゼロサクセサに関する情報を
表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number zero successors

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 zero
successors

ステップ 10   

Cisco SAFトポロジテーブルに関する情
報を表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology

ステップ 11   

Cisco SAFトポロジテーブルのアクティ
ブエントリのみを表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology active

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
active

ステップ 12   

Cisco SAFトポロジテーブルのすべての
アクティブリンクエントリを表示しま

す。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology all-links

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
all-links

ステップ 13   

Cisco SAFトポロジベースのすべてのア
クティブリンクエントリを表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology base
service-instance-number | clients [detail]

ステップ 14   

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
base clients

Cisco SAFに関する情報を表示します。show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology [detail-links]

ステップ 15   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
detail-links

Cisco SAFに関する情報を表示します。show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology
events[starting-event-number ending-event-number]

ステップ 16   

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology

Cisco SAFに関する情報を表示します。show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology pending

ステップ 17   

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
pending

Cisco SAFトポロジテーブルの指定され
たサービスタイプに関する情報を表示し

ます。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology [service-typeconnected |
external | internal | local | redistributed | summary]

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
service-type connected

ステップ 18   

Cisco SAFトポロジテーブル内の Stuck
inActive（SIA）イベントを表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology sia-events
starting-event-number ending-event-number

ステップ 19   

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
sia-events

Cisco SAFトポロジテーブルに関する
Stuck in Active（SIA）イベントを表示し
ます。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology sia-statistics [ip-address]

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
sia-statistics 10.10.10.1

ステップ 20   
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目的コマンドまたはアクション

Cisco SAFトポロジテーブルのサマリー
を表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology summary

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
summary

ステップ 21   

Cisco SAFトポロジテーブル内にゼロサ
クセサが存在する利用可能なサービスに

関する情報を表示します。

show eigrp service-family {ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name]
autonomous-system-number topology zero-successors

例：

Router# show eigrp service-family ipv4 4453 topology
zero-successors

ステップ 22   

Cisco SAF 設定から情報を削除する方法
Cisco SAF設定からサービスファミリ情報を削除するには、EXECモードで次のコマンドを使用
します。

手順の概要

1. clear service-family xmcp client {address | handle}
2. clear eigrp service-family {ipv4 | ipv6} ipv6 [vrf vrf-name] autonomous-system-number
3. clear eigrp service-family neighbors neighbor-address | interface-type interface-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

接続された XMCPクライアントを切断します。clear service-family xmcp client {address |
handle}

ステップ 1   

例：

Router> clear service-family xmcp
client 1.1.1.1
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システムの IPv4または IPv6プロトコルファミ
リを使用して構成されたネイバーを削除します。オプション

clear eigrp service-family {ipv4 | ipv6} ipv6
[vrf vrf-name] autonomous-system-number

例：

Router# clear eigrp service-family ipv4
4453

ステップ 2   

で、すべての Virtual Routing Forwarding（VRF）インスタンス
テーブルまたは IPアドレスに関する特定のVRFテーブルを削
除できます。

clear eigrp service-family ipv6コマンドを使用する場
合は、現在は存在しない IPv6対応の SAFクライア
ントが必要です。

（注）

ネイバーテーブルから IPv4プロトコルファミリを使用して構
成されたネイバーを削除します。オプションで、隣接関係をリ

clear eigrp service-family neighbors
neighbor-address | interface-type
interface-number

ステップ 3   

セット（ソフト）せずにピアと再同期化できます。必要に応じ

例：

Router> clear eigrp service-family
neighbors Ethernet 0/0

て、このインターフェイスから学習したすべてのエントリを含

むネイバーテーブルからインターフェイスのタイプと番号を

削除できます。

Cisco SAF の設定例

例：Cisco SAF の有効化
次の例では、ルータコンフィギュレーションモードを開始して、Cisco SAF Forwarderを設定し、
サービスファミリフォワーダプロセスを有効にして、4533という名前の自律システムを設定し
ます。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533

例：Cisco SAF インターフェイスの設定
次の例では、ルータをサービスファミリコンフィギュレーションモードにして、すべてのイン

ターフェイスを有効にします。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# sf-interface default
Router(config-router-sf-interface)# no shutdown
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次の例では、ルータをサービスファミリコンフィギュレーションモードにして、イーサネット

インターフェイス 0/0を有効にします。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0

次の例では、ルータをサービスファミリコンフィギュレーションモードにして、イーサネット

0/0インターフェイスを除くすべてのインターフェイス上の SAFを有効にします。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 3
Router(config-router-sf)# interface default
Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0
Router(config-router-sf-interface)# shutdown
Router(config-router-sf-interface)# end

次の例では、ルータをサービスファミリコンフィギュレーションモードにして、イーサネット

2/0インターフェイスとイーサネット 2/1インターフェイス上のSAFを有効にし、他のすべてのイ
ンターフェイスを無効にします。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 2
Router(config-router-sf)# sf-interface default
Router(config-router-sf-interface)# shutdown
Router(config-router-sf-interface)# sf-interface ethernet2/0
Router(config-router-sf-interface)# no
shutdown
Router(config-router-sf-interface)# sf-interface ethernet2/1
Router(config-router-sf-interface)# no
shutdown
Router(config-router-sf-interface)# end

例：Cisco SAF トポロジの設定
次の例では、Cisco SAFトポロジベースを設定します。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# sf-interface default
Router(config-router-sf-interface)# no shutdown
Router(config-router-sf-interface)# topology
base

例：Cisco SAF スタブルーティングの設定
次の例では、Cisco SAF Forwarderをスタブルータとして設定します。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# eigrp stub connected
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例：IP-RIP を使用する Cisco SAF の設定
次の例では、ネットワーク 10.0.0.0上で IP-RIPルーティングを使用して Cisco SAFを有効にしま
す。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# topology base
Router(config-router-sf-topology)# exit-sf-topology
Router(config-router-sf)# exit service-family
Router(config-router)# router rip
Router(config-router)# network 10.0.0.0

例：OSPF を使用する Cisco SAF の設定
次の例では、ネットワーク 10.0.0.0、領域 0上で OSPFルーティングを使用して Cisco SAFを有効
にします。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# topology base
Router(config-router-sf-topology)# exit-sf-topology
Router(config-router-sf)# exit service-family
Router(config-router)# router ospf 787
Router(config-router)# network 10.0.0.0 0.0.0.255 area 0

例：EIGRP を使用する Cisco SAF の設定
次の例では、ネットワーク 10.0.0.0上で EIGRPルーティングを使用して Cisco SAFを有効にしま
す。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 6476
Router(config-router-sf)# network 10.0.0.0 0.0.0.255
Router(config-router-sf)# topology base
Router(config-router-sf-topology)# exit-af-topology
Router(config-router-sf)# exit-service-family
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# topology base

サービスが配信されるインターフェイスまたはネットワーク上でルーティングを実行する場合

の要件は特にありませんが、到達可能性が保証されない領域にサービスが配信される可能性が

あります。

（注）

例：別々の LAN 上に配置された Cisco SAF Forwarder の設定
次の例では、別々の LAN上に配置された 2台の Cisco SAF Forwarderを設定します。
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ループバックモードを使用して、リモートネイバーを設定します。（注）

Cisco SAF Forwarder 1：

Router(config)# interface loopback1
Router(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
Router(config-if)# exit
Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 1
Router(config-router-sf)# neighbor 10.2.2.2 loopback1 remote 10

Cisco SAF Forwarder 2：

Router(config)# interface loopback1
Router(config-if)# ip address 10.2.2.2 255.255.255.255
Router(config-if)# exit
Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 1
Router(config-router-sf)# neighbor 10.1.1.1 loopback1 remote 10

次の例では、2台のルータ間に IPルーティングが設定されており、ルータが両方のループバッ
クを pingできるものとします。

（注）

集中型 Cisco SAF Forwarder の設定例
次の例では、すべてのサービスアドバタイズメントを IPアドレスが 10.4.15.5と 10.4.15.1のネイ
バーに送信する集中型 Cisco SAF Forwarderを設定します。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# sf-interface loopback0
Router(config-router-sf-interface)# no split-horizon
Router(config-router-sf-interface)# exit-sf-interface
Router(config-router-sf)# topology base
Router(config-router-sf-topology)# exit-sf-topology
Router(config-router-sf)# neighbor 10.4.15.5 Loopback0 remote 20
Router(config-router-sf)# neighbor 10.4.15.1 Loopback0 remote 20
Router(config-router-sf)# exit-service-family

例：Cisco SAF Client の設定
次の例では、名前が example、ユーザ名が username_example、パスワードが password_example、
キープアライブ設定が 360000秒の Cisco SAF External Clientを設定します。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# topology base
Router(config-router-sf-topology)# external-client example
Router(config-router-sf-topology)# exit-sf-topology

   Service Advertisement Framework コンフィギュレーションガイド
46

SAF の設定
集中型 Cisco SAF Forwarder の設定例



Router(config-router-sf)# exit-service-family
Router(config-router)# exit
Router(config)# service-family external-client listen ipv4 3444
Router(config-external-client)# external-client example
Router(config-external-client-mode)# username
username_example
Router(config-external-client-mode)# password
password_example
Router(config-external-client-mode)# keepalive
360000

次の例では、名前が example1～ example5、ユーザ名が username_example1～ username_example5、
パスワードが password_example1～ password_example5、キープアライブ設定が 360000秒の 5台の
Cisco SAF External Clientを設定します。

Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4533
Router(config-router-sf)# topology base
Router(config-router-sf-topology)# external-client example1
Router(config-router-sf-topology)# external-client example2
Router(config-router-sf-topology)# external-client example3
Router(config-router-sf-topology)# external-client example4
Router(config-router-sf-topology)# external-client example5
Router(config-router-sf-topology)# exit-sf-topology
Router(config-router-sf)# exit-service-family
Router(config-router)# exit
Router(config)# service-family external-client listen ipv4 3444
Router(config-external-client)# external-client example1
Router(config-external-client-mode)# username
username_example1
Router(config-external-client-mode)# password
password_example1
Router(config-external-client-mode)# keepalive
360000
Router(config-external-client-mode)# external-client example2
Router(config-external-client-mode)# username
username_example2
Router(config-external-client-mode)# password
password_example2
Router(config-external-client-mode)# keepalive
360000
Router(config-external-client-mode)# external-client example3
Router(config-external-client-mode)# username
username_example3
Router(config-external-client-mode)# password
password_example3
Router(config-external-client-mode)# keepalive
360000
Router(config-external-client-mode)# external-client example4
Router(config-external-client-mode)# username
username_example4
Router(config-external-client-mode)# password
password_example4
Router(config-external-client-mode)# keepalive
360000
Router(config-external-client-mode)# external-client example5
Router(config-external-client-mode)# username
username_example5
Router(config-external-client-mode)# password
password_example5
Router(config-external-client-mode)# keepalive
360000

Service Advertisement Framework コンフィギュレーションガイド
47

SAF の設定
例：Cisco SAF Client の設定



その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Service
Advertisement Framework
Technology Command
Reference』

Service Advertisement Frameworkコマンド

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/support


Cisco SAF の機能情報
表 1：Cisco Service Advertisement Framework に関する機能情報

機能の設定情報ソフトウェアリリース機能名

15.0M、12.2(33)SRE、
12.2(33)XNE、15.1T、
12.2(33)SXI4、15.0(1)S、
15.1(2)S、12.2(50)SY、
15.2(1)T、15.2(3)T、15.2(2)S、
15.1(1)SG

Cisco IOS XE 2.5、Cisco IOS XE
3S、Cisco IOS XE 3.3SG

Cisco Service Advertisement
Framework
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機能の設定情報ソフトウェアリリース機能名

この機能を使用すれば、アプリ

ケーションで、ネットワークに

接続されたリソースの存在、位

置、および設定を検出して、

ネットワーク上のアプリケー

ションアドバタイズおよび検

出サービスとして、タイムリー

で信頼できるネットワーク上の

サービス認識を実現できます。

この機能は、Cisco IOSリリー
ス 15.0Mで導入されました。

Cisco IOS XE 2.5で、この機能
は、Cisco ASR 1000シリーズ
アグリゲーションサービス

ルータに導入されました。

Cisco IOSXE3.3 SGでは、Cisco
Catalyst 4000シリーズスイッチ
のサポートが追加されました。

次のコマンドがこの機能で導入

されました。

• authentication(service-family)

• bandwidth-percent

• clear eigrpservice-family

• dampening-change

• dampening-interval

• defaultexternal-client

• default(SAF)

• debugeigrpservice-family

• default-metric(EIGRP)

• eigrpstub(service-family)

• exit-service-family

• exit-sf-interface

• exit-sf-topology

• external-client

• keepalive(SAF)

• maximum-service(EIGRP)
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機能の設定情報ソフトウェアリリース機能名

neighbors(service-family)•

• password(SAF)

• service-family

• service-familyexternal-clientlisten

• sf-interface

• showeigrpservice-family

• showeigrpservice-familyipv4topology

• showeigrpservice-familyipv6topology

• showeigrptech-support

•シャットダウン

•トポロジ

• username(SAF)

次のコマンドがこの機能で変更

されました。

• accept-lifetime

• eigrplog-neighbor-changes

• eigrp-log-neighbor-warnings

• eigrprouter-id

• hello-interval

• hold-time

•キー

• keychain

• key-string(authentication)

• metricweights(EIGRP)

• next-hop-self

• send-lifetime

• split-horizon

• timers

15.0M、12.2(33)SRE、
12.2(33)XNE、15.0(1)S、
15.1(2)S、15.2(3)T、15.2(2)S

Cisco IOS XEリリース 2.5、
Cisco IOS XEリリース 3S、
Cisco IOS XEリリース 3.4S、
Cisco IOS XEリリース 3.6S

Cisco Service Advertisement
Framework
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機能の設定情報ソフトウェアリリース機能名

次のコマンドが導入または変更

されました。

• authenticationmode

• remote-neighborssource

• showeigrpservice-familyexternal-client

15.1(2)S、15.2(3)T、15.2(2)S、
XE 3.6S

動的ネイバー

次のコマンドが導入または変更

されました。

• clear
service-routingcapabilities-manager

• service-routingcapabilities-manager

• show service-routingplugins
capman

• showservice-routingcapabilities-managerinternal

• showservice-routingcapabilities-manager
group

15.0(1)SY、15.2(3)T、15.2(2)S、
XE 3.6S

機能マネージャ

次のコマンドが導入または変更

されました。

• allow-list

• clearservice-routingxmcp
client

• client (XMCP)

• domain

• keepalive (XMCP)

• max-clients

• nonce

• service-routingxmcp clients

• service-routingxmcp server

15.2(2)T、15.2(1)S、15.2(3)T、
15.2(2)S、XE 3.6S

XMCP（Extensible Messaging
Client Protocol）
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第 3 章

Extensible Messaging Control Protocol の設定

クライアントがサービスのルーティング対応のネットワークに接続するには次の2つの方法があ
ります。

• Cisco IOSソフトウェアに実装されているクライアントでのみ使用可能な、サービスルー
ティング用の Cisco IOS内部 APIによる

•プラットフォームのネットワーク内のあらゆるところで動作しているクライアントで使用
可能な、ExternalClientプロトコルとも呼ばれる、ExtensibleMessagingClient Protocol（XMCP）
による

Cisco SAF Clientは、次のいずれかの方法で Cisco SAFネットワークに接続します。

•内部APIを使用してCisco SAFForwarderに接続する場合は、Cisco SAFForwarderと同じルー
タ上に存在します。

• Cisco SAF Forwarderの外部に存在します。この設定では、SAF Clientは Cisco SAF External
Clientと呼ばれ、CiscoSAFForwarderに接続するためのプロトコルインターフェイスが必要
になります。

• 機能情報の確認, 54 ページ

• XMCPの前提条件, 54 ページ

• XMCPに関する情報, 54 ページ

• XMCPの設定方法, 55 ページ

• XMCPの設定例, 61 ページ

• その他の参考資料, 61 ページ

• XMCPに関する機能情報, 63 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

XMCP の前提条件
• XMCPを設定する前に、「Cisco SAFの概要」のセクション、特に「Cisco SAF Clientの概
要」と「外部 Cisco SAF Client（XMCP）の概要」の概念を理解する必要があります。

•このセクションでは、Cisco IOSソフトウェアの XMCPサーバ機能の設定について説明しま
す。XMCPクライアントとして特定のデバイスやソフトウェア（たとえば、Cisco Unified
Communications Manager）を設定するには、そのデバイスまたはソフトウェアのマニュアル
を参照してください。クライアントのドキュメントが client-labelの設定を参照する可能性が
あることに注意してください。client-labelは、ユーザ名と同じ IDが設定されている必要があ
ります。

• XMCPクライアントをXMCPサーバとして設定された Ciscoルータに接続するよう設定する
前に、クライアントデバイスとCiscoルータ間の IPルーティングを設定したことを確認しま
す。

• XMCPサーバとして設定されているどのデバイスも、Cisco SAF Forwarderとして設定する必
要があります。（「Cisco SAF Forwarderの設定」を参照してください）。XMCPを設定する
前後に Cisco SAF Forwarderを設定できます。

XMCP に関する情報
XMCPのセッションが正常に確立されると、XMCPクライアントはXMCPパブリッシュ、非パブ
リッシュ、登録、および登録解除要求を送信できます。サーバがこのような要求を受信し、正常

に認証すると、同等のCiscoSAFクライアント要求に変換し、CiscoSAFForwarderに送信します。
同様に、フォワーダからの Cisco SAF Client通知要求は XMCP通知要求に変換され、XMCPクラ
イアントに送信されます。
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XMCP の設定方法
クライアントがサービスのルーティング対応のネットワークに接続するには次の 2つの方法があ
ります。

• Cisco IOSソフトウェアに実装されたクライアントでのみ使用可能な、サービスルーティン
グ用の内部 Cisco IOS APIによる。

•プラットフォームのネットワーク内のあらゆるところで動作しているクライアントで使用可
能な、External Clientプロトコルとも呼ばれる、ExtensibleMessaging Client Protocol（XMCP）
による。

基本的な XMCP サーバの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. service-routing xmcp listen
4. client username username password password
5. domain domain-number {default | only}
6. end
7. show service-routing xmcp server

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

XMCPサーバをイネーブルにし、XMCP設定モードを開始します。
XMCPサーバは次のことを行います。

service-routing xmcp listen

例：

Router(config)# service-routing
xmcp listen

ステップ 3   

•デフォルトポート（4788）でリッスンします

•すべての VRF（Virtual Route Forwarding）インスタンスの接
続を受け入れます

XMCPクライアントがこのサーバの認証に使用できるユーザ名と
パスワードのペアを定義し、XMCPクライアントコンフィギュ
レーションモードを開始します。

client username username password
password

例：

Router(config-xmcp)# client

ステップ 4   

•デフォルトでは、ユーザ名またはパスワードが定義されてい
ません。XMCPサーバを機能させるには、少なくとも 1つの
clientコマンドを設定する必要があります。

username exampleuser password
examplepassword

•パスワードの範囲は 11～ 62文字です。

（オプション）指定したユーザ名とパスワードの組み合わせを使

用するすべてのクライアントが関連付けられているサービスルー

ティングドメインを定義します。

domain domain-number {default |
only}

例：

Router(config-xmcp-client)#
domain 100 only

ステップ 5   

•このペアはSAFの自律システムに対応します。したがって、
SAFForwarderとしてこのルータを設定した場合（「CiscoSAF
Forwarderの設定」セクションを参照）、ここで使用したドメ
インの数と同じ SAF Forwarderの自律システム番号を使用す
る必要があります。

•このコマンドを設定しないと、クライアントはドメイン7177
をデフォルトに設定します。

XMCPクライアントコンフィギュレーションモードを終了し、特
権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-xmcp-client)# end

ステップ 6   

XMCPサーバの設定のサマリーと接続されたクライアントの数が
表示されます。

show service-routing xmcp server

例：

Router# show service-routing xmcp
server

ステップ 7   
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高度な XMCP サーバの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. service-routing xmcp listen [ipv4 | ipv6] [portport-number] [vrfvrf-name]
4. allow-list [ipv4 acl-name | ipv6 acl-name]
5. max-clients {unauthenticated number [total number] | total number [unauthenticated number]
6. client unauthenticated
7. client usernameusername {passwordpassword | encryption-typeencrypted-password}
8. domaindomain-number {default | only}
9. nonce {lifetimeseconds | none}
10. keepaliveseconds
11. exit
12. show service-routing xmcp server

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

XMCPサーバをイネーブルにし、XMCP設定モードを開始します。service-routing xmcp listen [ipv4 |
ipv6] [portport-number]
[vrfvrf-name]

ステップ 3   

•クライアント接続を制限するのに IPv4と IPv6のどちらも指定し
ないと、両方が許可されます。

例：

Router(config)# service-routing

•クライアント接続を指定した VRFに制限するには vrfキーワード
を使用します。このキーワードを使用しないと、クライアントは

すべての VRFの各インターフェイスから接続できます。xmcp listen ipv4 vrf vrf1 port
2000

•クライアントが接続するポート番号を変更するには portキーワー
ドを使用します。このキーワードを使用しないと、ポート番号は

4788にデフォルト設定されます。
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目的コマンドまたはアクション

（オプション）指定したアクセスリストと一致するクライアントのみ

に続を許可します。他のすべてのクライアントは拒否されます。許可

allow-list [ipv4 acl-name | ipv6
acl-name]

例：

Router(config-xmcp)# allow-list
ipv4 XMCPClientListIPv4

ステップ 4   

リストを指定しないと、クライアントはどのアクセスリストによって

もフィルタリングされません。

（オプション）認証されていないクライアントの最大数とすべてのタ

イプのクライアントの最大数を制限します。

max-clients {unauthenticated
number [total number] | total number
[unauthenticated number]

ステップ 5   

•接続されたクライアントの最大数に達すると、それ以上のクライ
アントは拒否されます。例：

Router(config-xmcp)# •クライアントの数を指定しないと、最大で 1024のクライアント
が、使用可能な帯域幅およびメモリに応じて接続できます。

max-clients total 100
Router(config-xmcp)#
max-clients unauthenticated 5
Router(config-xmcp)#
max-clients unauthenticated 10
total 100

認証クレデンシャルを使用しない接続をクライアントに許可します。client unauthenticated

例：

Router(config-xmcp)# client
unauthenticated

ステップ 6   

•このコマンドを実行すると、XMCPクライアント設定モードに入
り、次のように接続するクライアントに適用される追加の属性を

提供します。

•デフォルトでは、認証されていないクライアントは許可されず、
ユーザ名またはパスワードクレデンシャルは有効であるとみなさ

れません。

•クライアントがXMCPサーバにより受け入れられるには、少なく
とも 1つの clientコマンドを設定する必要があります。

XMCP（ExtensibleMessagingClient Protocol）のクライアント接続に対し
受け入れられるユーザ名とパスワードを設定します。

client usernameusername
{passwordpassword |
encryption-typeencrypted-password}

ステップ 7   

•特定の認証クレデンシャルを使用したクライアントの接続を許可
するには、1つ以上の clientコマンドを設定します。例：

Router(config-xmcp-client)# •デフォルトでは、認証されていないクライアントは許可されず、
ユーザ名またはパスワードクレデンシャルは有効であるとみなさ

れません。

client username example-user
password example-password

•クライアントがXMCPサーバにより受け入れられるには、少なく
とも 1つの clientコマンドを設定する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

（オプション）特定の認証クレデンシャルを使用するクライアントが

デフォルトで割り当てられているドメイン、およびクライアントに別

domaindomain-number {default |
only}

例：

Router(config-xmcp-client)#
domain 100 default

ステップ 8   

のドメインへの割り当ての要求が許可されているかどうかを定義しま

す。ドメインの番号は、SAF Forwarderの自律システム番号に対応しま
す。デフォルトでは、クライアントはドメイン 7177に割り当てられま
すが、別のドメインへの割り当てを要求できます。

•デフォルトドメインを選択し、クライアントが別のドメインを要
求できるようにするには、defaultキーワードを使用します。

•デフォルトドメインを選択し、クライアントが別のドメインを要
求できないようにするには、onlyキーワードを使用します。

（オプション）ナンスはサーバのパケットスプーフィングおよびリプ

レイアタックに対する追加のセッションセキュリティを（この機能を

nonce {lifetimeseconds | none}

例：

Router(config-xmcp-client)#
nonce lifetime 600

ステップ 9   

サポートするクライアントに対し）提供します。この機能は、追加の

帯域幅とCPUリソースを必要とします。そのため、セキュリティのニー
ズに合わせて、有効または無効にすることができます。デフォルトで

は、ナンスはこの機能をサポートするクライアントに使用されます。

ナンスは 800秒ごとに有効期限が切れ、クライアントは新しいナンス
への移行が必要です。ナンスを無効にするには、nonce noneコマンド
を使用します。

•セキュリティを高めるためには（ただし、さらに広い帯域幅と高
いCPU使用率を伴います）、ナンスの有効期間を最低 5秒に短縮
して設定します。

•セキュリティを低くするには（狭いクライアントの帯域幅と低い
CPU使用率を伴います）、ナンスの有効期間をより長く（最大
3600秒）設定します。

ナンスは認証されていないクライアントには使用されません。したがっ

て、このコマンドは client unauthenticatedコマンドとともに使用する
ことはできません。

（オプション）特定の認証クレデンシャルを使用してクライアントの

キープアライブ間隔を調整します。

keepaliveseconds

例：

Router(config-xmcp-client)#
keepalive 100

ステップ 10   

•クライアントが指定した間隔でメッセージを送信しない場合、
XMCPサーバはクライアントに障害が発生したとみなし、XMCP
セッションを終了し、このクライアントに関連するサービスやサ

ブスクリプションを終了します。

•デフォルトでは、クライアントのキープアライブ間隔は30秒間で
す。
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目的コマンドまたはアクション

XMCPクライアントコンフィギュレーションモードを終了し、特権
EXECモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-xmcp-client)#
exit

ステップ 11   

XMCPサーバの設定のサマリーと接続されたクライアントの数が表示
されます。

show service-routing xmcp server

例：

Router> show service-routing
xmcp server

ステップ 12   

XMCP クライアントおよびサーバ情報の表示
接続されている XMCPクライアントおよびサーバに関する情報を表示するには、ユーザ EXEC
モードまたは特権 EXECモードで次のコマンドを使用します。コマンドはどの順序で入力しても
かまいません。

手順の概要

1. show service-routing xmcp clients [ip-address | handle] [detail]
2. show service-routing xmcp server

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

XMCPクライアントに関する情報を表示
します。

show service-routing xmcp clients [ip-address | handle]
[detail]

例：

Router> show service-routing xmcp clients detail

ステップ 1   

XMCPサーバのステータス情報を表示し
ます。

show service-routing xmcp server

例：

Router> show service-routing xmcp server

ステップ 2   

   Service Advertisement Framework コンフィギュレーションガイド
60

Extensible Messaging Control Protocol の設定
XMCP クライアントおよびサーバ情報の表示



XMCP の設定例

例：XMCP サーバと Cisco SAF Forwarder の設定
次の例で、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、IPV4XMCPサーバと IPv4 Cisco
SAF Forwarderの両方としてルータを設定する方法を示します。また、すべての XMCPクライア
ントを正しい SAFの自律システムにマッピングします。

Router(config)# service-routing xmcp listen ipv4
Router(config-xmcp)# client unauthenticated
Router(config-xmcp-client)# client unauthenticated
Router(config-xmcp-client)# domain 1228 only
Router(config-xmcp-client)# client username example password passwordexample
Router(config-xmcp-client)# domain 1228 only
Router(config-xmcp-client)# exit
Router(config-xmcp)# exit
Router(config)# router eigrp saf
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 1228
Router(config-router-sf)# end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Service
Advertisement Framework
Technology Command
Reference』

Service Advertisement Frameworkコマンド
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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XMCP に関する機能情報
表 2：XMCP に関する機能情報

機能情報リリース機能名

XMCPクライアントは、XMCP
パブリッシュ、アンパブリッ

シュ、登録、および登録解除要

求をサーバに送信します。サー

バがこのような要求を受信し、

正常に認証すると、同等の

Cisco SAFクライアント要求に
変換し、Cisco SAFForwarderに
送信します。

Cisco IOSXE3.3 SGでは、Cisco
Catalyst 4000シリーズスイッチ
のサポートが追加されました。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• allow-list

• clearservice-routingxmcp
client

• client (XMCP)

• domain

• keepalive (XMCP)

• max-clients

• nonce

• service-routingxmcp clients

• service-routingxmcp server

15.2(2)T、15.2(1)S、15.2(3)T、
15.2(2)S

Cisco IOS XEリリース 3.6S、
Cisco IOS XEリリース 3.3SG

15.2(1)E

XMCP（Extensible Messaging
Client Protocol）
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第 4 章

動的ネイバーの設定

ネイバーが隣接していない場合、通常のCisco SAFのピアリング機能を使用して、ネットワーク
クラウド経由で SAF情報を交換することはできません。ネイバーは通常、複数のホップ先であ
り、ダークネット（SAFを実行しないルータ）で区切られます。

SAFはこのタイプのネットワークをサポートするために、neighborコマンドを提供します。これ
により、リモートネイバーが設定され、ユニキャストパケット伝送によりセッションが確立さ

れます。ただし、ネットワーククラウド経由で SAF情報を交換する必要があるフォワーダの数
が増えると、ユニキャストSAFネイバーの定義は管理しにくくなることがあります。各ネイバー
は手動で設定される必要があるので、運用コストが増加します。

これらのトポロジの展開、設定管理の容易化、運用コストの削減を促進するために、動的ネイ

バー機能は、リモートユニキャストおよびマルチキャストネイバー（「リモートネイバー」と

呼ばれる）の動的な検出をサポートします。リモートネイバーがサポートされているため、Cisco
SAFを 1つ以上のリモートネイバーとピアリングさせることができます。この情報はルータを
設定する時点では認識されている必要がないため、設定管理が軽減されます。

ここでは、次の内容について説明します。

• 機能情報の確認, 66 ページ

• 動的ネイバーの前提条件, 66 ページ

• 動的ネイバーの制約事項, 66 ページ

• 動的ネイバーに関する情報, 67 ページ

• 動的ネイバーの設定方法, 70 ページ

• 動的ネイバーの設定例, 72 ページ

• その他の参考資料, 73 ページ

• 動的ネイバーの機能情報, 74 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

動的ネイバーの前提条件
SAF動的ネイバーを設定する前に、使用時の次のことを確認します。

•ユニキャストリッスンモード：IP接続（到達可能性）が、動的なピアリングに必要なルー
タ間に存在すること。

•マルチキャストグループモード：マルチキャストがネットワークで稼働していること。

• allow-list

キーワード：EIGRPネイバー接続が受け入れられる可能性のあるリモート IPアドレスを指
定する設定済みアクセスコントロールリスト。

動的ネイバーの制約事項
• remote-neighborsコマンドは、送信インターフェイスとしてループバックが必要です。

•名前付き ACL（アクセスコントロールリスト）のみが allow-listキーワードで許可されてい
ます。設定済みの番号付き ACLは許可されません。

サービスファミリ内では、次の制限事項が適用されます。

• 1つの remote-neighbors unicast-listenコマンドと 1つの remote-neighbors multicast-groupコ
マンドがインターフェイスごとに設定されることがあります。たとえば、remote-neighbors
source Loopback1 multicast-group 224.1.1.1および remote-neighbors source Loopback1
multicast-group 224.1.1.2は設定できません。複数の異なるマルチキャストグループアドレ
スを同じサービスファミリに設定するには、複数の送信元インターフェイスを使用する必要

があります。

•マルチキャストグループアドレスは単一の送信元インターフェイスにのみ関連付けること
ができます。たとえば、remote-neighbors source Loopback1 multicast-group 224.1.1.1および
remote-neighbors source Loopback2 multicast-group 224.1.1.1は設定できません。
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動的ネイバーに関する情報
ネイバーが隣接していない場合、通常の Cisco SAFのピアリング機能を使用して、ネットワーク
クラウド経由で SAF情報を交換することはできません。ネイバーは通常、複数のホップ先であ
り、ダークネット（SAFを実行しないルータ）で区切られます。

SAFはこのタイプのネットワークをサポートするために、neighborコマンドを提供します。これ
により、リモートネイバーが設定され、ユニキャストパケット伝送によりセッションが確立され

ます。ただし、ネットワーククラウド経由でSAF情報を交換する必要があるフォワーダの数が増
えると、ユニキャスト SAFネイバーの定義は管理しにくくなることがあります。各ネイバーは手
動で設定される必要があるので、運用コストが増加します。

これらのトポロジの展開、設定管理の容易化、運用コストの削減を促進するために、動的ネイバー

機能は、リモートユニキャストおよびマルチキャストネイバー（「リモートネイバー」と呼ば

れる）の動的な検出をサポートします。リモートネイバーがサポートされているため、CiscoSAF
を 1つ以上のリモートネイバーとピアリングさせることができます。この情報はルータを設定す
る時点では認識されている必要がないため、設定管理が軽減されます。

リモートネイバーセッションポリシー

リモートユニキャストリッスンまたはリモートマルチキャストグループネイバー設定を使用し

ているときは、SAFネイバーの IPアドレスが定義されておらず、ネイバーは何ホップも離れた場
所にある可能性があります。この設定のルータは有効な HELLOパケットを送信するルータとピ
ア関係を確立できます。セキュリティ上の理由から、このオープンな側面はポリシー機能を有効

なルータへのピアリングに限定し、リソース消費を最小限に抑えるため、ネイバー数を制限する

必要があります。この機能は、次の手動で設定されたパラメータを使用して実行され、即座に有

効になります。

ネイバーフィルタリスト

remote-neighborsコマンドで使用できる、オプションの allow-listキーワードにより、アクセスリ
スト（アクセスコントロールリスト）を使用して、Cisco SAFネイバー接続が受け入れられる可
能性のあるリモート IPアドレスを指定できます。allow-listキーワードを使用しないと、すべての
IPアドレス（permit any）が受け入れられます。

アクセスコントロールリスト（ACL）は、次の条件の IPv4または IPv6 IPアドレスの範囲を定義
します。

•アクセスリストの IPアドレスに一致する送信元 IPアドレスを持つネイバーは、ユーザ設定
に基づいて許可（または拒否）されます。

• allow-listキーワードが指定されないと、どの IPアドレスも許可されます（permit any）。

• allow-listキーワードは、リモートマルチキャストグループおよびユニキャストリッスンネ
イバーに対してのみサポートされます。静的、リモート静的、またはローカルネイバーでは

使用できません。
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•指定したアクセスリストに一致しない Cisco SAF入力パケットは拒否されます。

最大リモートネイバー

remote-neighborsコマンドで使用可能な、オプションの max-neighborsキーワードにより、Cisco
SAFがリモートネイバー設定を使用して作成できるリモートネイバーの最大数を指定できます。
設定に対しリモートネイバーの最大数が作成されたら、Cisco SAFはその構成のすべての後続の
接続試行を拒否します。このオプションは、ルータのリソースに負荷をかけようとして多くのリ

モートネイバーを作成しようとする DoS攻撃からの保護を支援します。

max-neighbors設定オプションには、次の条件があります。

•このオプションは、マルチキャストグループまたはユニキャストリッスンネイバーに対し
てのみサポートされます。ローカル、静的、またはリモート静的ネイバーでは使用できませ

ん。

•デフォルトの最大値はありません。リモートネイバーの最大数を指定しないと、リモート
ネイバーの数は、使用可能なメモリと帯域幅により制限されます。

•リモートネイバーの最大数を現在のセッション数以下に減らすと、ネイバー数が新しい制限
に達するまで、ネイバーは廃棄されます（順不同）。

ネイバーのフィルタリスト、および最大リモートネイバーの設定の変更

allow-listまたは max-neighbors設定が変更されたときに、新しい設定では許可されていないすべ
ての既存のリモート Cisco SAFセッションは自動的かつ即座に削除されます。新しい設定によっ
て引き続き許可されている既存のネイバーは影響を受けません。

ネイバータイプ

ネイバータイプについて説明する際には、次の用語が使用されます。

•ローカルネイバー：共有サブネット（または共通サブネット）に隣接し、パケット交換用の
リンクローカルマルチキャストアドレスを使用するネイバー。これは、Cisco SAFのネイ
バーのデフォルトタイプです。

•静的ネイバー：通信にユニキャストを使用し、1つのホップ先で、共通サブネット上にあり、
IPアドレスが neighborip-addressコマンドを使用して指定されたネイバー。

•リモートネイバー：リモート静的ネイバーを含む、複数のホップ先のネイバー。

•リモート静的ネイバー：通信にユニキャストを使用し、複数のホップ先で、IPアドレスが
neighborip-addressコマンドを使用して指定されたネイバー。

•リモートマルチキャストグループ：複数のホップ先ですが、neighborip-addressコマンドを
使用して手動で設定された IPアドレスを持たず、パケット交換用に設定されているマルチ
キャストグループアドレスを使用するネイバー。
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•リモートユニキャストリッスン（または単にユニキャストリッスン）：通信にユニキャス
トを使用し、複数のホップ先で、IPアドレスが neighborip-addressコマンドを使用して設定
されていないネイバー。

リモートユニキャストリッスン（ポイントツーポイント）ネイバー

複数のリモートネイバーが 1つのハブとピアリングする設定（ポイントツーポイント）の場合、
remote-neighborsコマンドを使用して、ハブをリモートユニキャストリッスンピアリング用に設
定でき、ハブのリモートネイバーの IPアドレスを手動で設定する必要なく、リモートネイバー
はハブとピアリングできます。

このコマンドを使用して設定すると、ハブルータは次のことを実行します。

•すべてのユニキャスト伝送の送信元の IPアドレスとしてインターフェイス IPアドレスを使
用します。この IPアドレスはルーティング可能なものでなければなりません。

•ハブとピアリングするネイバーは、neighborip-address loopback loopback-interface-number
remotemaximum-hopsコマンドを使用して設定する必要があります。この ip-addressはローカ
ルルータインタフェースの IPアドレスのユニキャストアドレスです。

• remote-neighborコマンドで指定されたインターフェイスのユニキャストHELLOパケットを
リッスンします。

•ユニキャスト HELLOパケットが allow-listキーワードを使用して設定された IPアドレス範
囲にある場合は受け入れ、または許可リストが定義されていなければ、すべてのユニキャス

ト HELLOパケットを受け入れます。

•ユニキャスト HELLOパケットも送信していて、ユニキャスト許可リストにより許可されて
いる（または許可リストが定義されていなければ、すべてのネイバー）、すべてのネイバー

からのマルチキャスト HELLOパケットを拒否します。

•ネイバー関係が確立されると、パケット転送のためのリモートネイバーの IPアドレスを使
用して、通常のネイバーの確立を開始します。

リモートマルチキャストグループ（マルチポイントツーマルチポイ

ント）ネイバー

マルチキャストは、複数のCiscoSAFネイバー間の効率的な転送を実現するために使用できます。
1つのマルチキャストグループアドレスを使用して、複数のCiscoSAFネイバーが同じマルチキャ
ストグループ内で情報の交換をすることができます。マルチポイントツーマルチポイントを設定

するには、remote neighborsコマンドで使用可能な multicast-groupキーワードを使用します。

このコマンドを使用して設定すると、ルータは次のことを実行します。

•すべてのユニキャスト伝送の送信元の IPアドレスとしてインターフェイス IPアドレスを使
用します。この IPアドレスはルーティング可能なものでなければなりません。
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•送受信されたすべてのマルチキャストパケット用に設定されたマルチキャストグループア
ドレスを使用します。

•マルチポイントツーマルチポイントのネイバー関係を形成する、すべてのフォワーダおよび
ルータは、同じマルチキャストグループ IPアドレスを使用して設定される必要があります。

•定義されたマルチキャストグループアドレスのマルチキャストフォワーディングは、パケッ
ト配信のために設定され、機能することが必要です。

リモートネイバー設定の継承と優先度

neighborip-addressまたは neighborip addressremoteコマンドを使用して設定した静的ネイバーは、
remote-neighborsコマンドの結果として作成されたリモートネイバーよりも優先されます。着信
ユニキャスト Cisco SAF接続のリモート IPアドレスが、静的ネイバーと、リモートユニキャスト
リッスンネイバーのアクセスリストの両方に一致する場合、静的ネイバーが使用され、リモート

ユニキャストリッスンネイバーは作成されません。同じリモート IPアドレスのリモートネイバー
がすでに存在する間に新しいスタティックネイバーを設定すると、Cisco SAFは自動的にリモー
トユニキャストリッスンネイバーを削除します。

リモートユニキャストリッスンネイバーはリモートマルチキャストグループネイバーよりも優

先されます。Cisco SAFが同じローカルインターフェイスを対象とする同じリモート IPアドレス
からユニキャストとマルチキャストの両方の HELLOを受信すると、パケット交換に対し、ネイ
バーはマルチキャスト（マルチキャストグループ）ではなくユニキャスト（ユニキャストリッス

ン）として処理されます。

動的ネイバーの設定方法
Cisco SAF動的ネイバーを設定するには、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routereigrpvirtual-instance-name
4. service-family{ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name ] autonomous-system autonomous-system-number
5. remote-neighborssourceinterface {unicast-listen |multicast-group group-address } [allow-list

access-list-name ] [max-neighbors max-remote-peers ]
6. exit-service-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードで EIGRP仮想
インスタンスを有効にします。

routereigrpvirtual-instance-name

例：

Router(config)# router eigrp saf

ステップ 3   

ルータ上で指定された自律システム用の Cisco SAFサービ
スファミリを有効にします。

service-family{ipv4 | ipv6} [vrf vrf-name ]
autonomous-system
autonomous-system-number

ステップ 4   

例：

Router(config-router)# service-family
ipv4 autonomous-system 4453

リモートネイバーがすべてのリモート IPアドレスからの
着信接続を受け入れるようにするSAFプロセスを設定しま
す。

remote-neighborssourceinterface
{unicast-listen |multicast-group
group-address } [allow-list access-list-name ]
[max-neighbors max-remote-peers ]

ステップ 5   

以下を使用します。

例：

Router(config-router-sf)#

• Cisco SAFネイバー接続が受け入れられる可能性のあ
るリモートIPアドレスを指定するアクセスリスト（ア

remote-neighbors source Loopback1
unicast-listen allow-list myNeighborList クセスコントロールリスト）を使用するための

allow-listキーワード。allow-listキーワードを使用し
ないと、すべての IPアドレス（permit any）が受け入
れられます。

•リモートネイバーの最大数を指定するmax-neighbors
キーワード。数を指定しないと、リモートネイバー

の最大数は、使用可能なメモリと帯域幅により制限さ

れます。

サービスファミリコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit-service-family

例：

Router(config-router-sf)#
exit-service-family

ステップ 6   
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動的ネイバーの設定例

例：Cisco SAF の動的ネイバーの設定
次の例は、ネイバー関係に関与する両方のルータを設定する方法を説明します。

この例では、unicast-listenキーワードを使用して、アクセスリストmyNeighborListに一致する IP
アドレスからの着信接続を受け入れるリモートネバーを設定します。

Router1(config)# interface Loopback1
Router1(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
Router1(config-if)# exit
Router1(config)# ip access-list standard myNeighborList
Router1(config-std-nacl)# permit 10.0.0.0 0.255.255.255
Router1(config-std-nacl)# exit
Router1(config)# router eigrp virtual-name
Router1(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Router1(config-router-sf)# remote-neighbors source Loopback1 unicast-listen allow-list
myNeighborList
Router2(config)# interface Loopback2
Router2(config-if)# ip address 10.2.2.2 255.255.255.255
Router2(config-if)# exit
Router2(config)# router eigrp virtual-name
Router2(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Router2(config-router-sf)# neighbor 10.1.1.1 Loopback2 remote 20

この例では、multicast-groupキーワードを使用して、リモートネイバーを検出し、リモートネイ
バー関係を形成するために IPマルチキャストを使用します。また、マルチキャストグループのメ
ンバーが受け入れる可能性のあるリモートネイバーからの着信接続の最大数を30に指定します。

Router1(config)# interface Loopback1
Router1(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
Router1(config-if)# ip pim sparse-mode
Router1(config-if)# exit
Router1(config)# router eigrp virtual-name
Router1(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Router1(config-router-sf)# remote-neighbors source Loopback1 multicast-group 224.44.56.1
max-neighbors 30
Router2(config)# interface Loopback2
Router2(config-if)# ip address 10.2.2.2 255.255.255.255
Router2(config-if)# ip pim sparse-mode
Router2(config-if)# exit
Router2(config)# router eigrp virtual-name
Router2(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Router2(config-router-sf)# remote-neighbors source Loopback2 multicast-group 224.44.56.1
max-neighbors 30
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Service
Advertisement Framework
Technology Command
Reference』

Service Advertisement Frameworkコマンド

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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動的ネイバーの機能情報

表 3：動的ネイバーの機能情報

機能情報リリース機能名

動的ネイバー機能は、リモート

ユニキャストおよびマルチキャ

ストネイバー（「リモートネ

イバー」と呼ばれる）の動的な

検出をサポートします。リモー

トネイバーがサポートされて

いるため、Cisco SAFを 1つ以
上のリモートネイバーとピア

リングさせることができます。

Cisco IOSXE3.3 SGでは、Cisco
Catalyst 4000シリーズスイッチ
のサポートが追加されました。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• authenticationmode

• remote-neighborssource

• showeigrpservice-familyexternal-client

15.1(2)S、15.2(3)T、15.2(2)S、
15.1(1)SG

Cisco IOS XE 3.6S、Cisco IOS
XE 3.3SG

動的ネイバー
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第 5 章

機能マネージャの設定

• 機能情報の確認, 75 ページ

• 機能マネージャの設定の前提条件, 75 ページ

• 機能マネージャに関する情報, 76 ページ

• 機能マネージャの設定方法, 80 ページ

• その他の参考資料, 84 ページ

• 機能マネージャの機能情報, 85 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

機能マネージャの設定の前提条件
•ルータで機能マネージャが使用可能なことを確認するには、showservice-routingplugincapman
コマンドを入力します。ルータが機能情報を配信するためには、ルータの SAF Forwarderを
設定します。

•ネットワーク内の他のルータの機能情報を表示するには、SAF Forwarderを設定します。
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機能マネージャに関する情報
機能マネージャはデフォルトでシステムの起動時に有効化されます。起動時に、サービスルー

ティングクライアントとして登録され、ハードウェアおよびソフトウェアプラットフォームのさ

まざまな機能の検出を開始します。

機能の検出

機能マネージャは機能がローカルシステムでサポートされているかどうかだけを検出します。機

能が設定されているかまたは有効かどうかは検出せず、またネットワーク内の他のルータの機能

に関するその他の情報も検出しません。

機能情報は、サービスルーティングデータとしてローカルのネットワーク情報ベース（NIB）に
インストールされ、サービスルーティングネットワークへのすべての SAFフォワーダによるア
ドバタイズメントに使用可能になりました。機能情報は XML形式でサービスルーティングイン
フラストラクチャに渡され、ローカルの NIBに保存されます。

SAF Forwarder との相互運用性
機能マネージャはサービスルーティングネットワークに機能情報をアドバタイズしません。SAF
Forwarderは機能情報を配布する機能を実行します。ただし、SAF Forwarderは、機能マネージャ
が動作するのに必要ではありません。SAFForwarderを設定しない場合、機能情報はローカルルー
タにバインドされており、ネットワーク内の他のルータに配布されません。SAFForwarderを設定
すると、デフォルトですべての機能の情報を配布します。

機能情報

機能情報は、サービスルーティングデータとしてネットワーク情報ベース（NIB）にインストー
ルされます。これは、次の形式の SAFアドレスで識別されます。

•サービス ID：機能マネージャはサービス ID 100を使用します。

•サブサービス ID：機能グループ ID。サブサービス IDは機能のデータタイプのグループ ID
を示します。

•インスタンス番号：ローカルルータの一意の識別子。これはハードウェアのシリアル番号、
デフォルトのMACアドレス、IPv4ルータ ID、または IPv6ルータ IDの順番で割り当てられ
ます。
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機能グループ

機能マネージャはクエリと取得を促進するためにグループによって機能を分類し、グループごと

に一意の IDを割り当てます。機能マネージャは次の機能グループを提供します。

• 1（ハードウェア）

• 2（ソフトウェア）

ハードウェアグループ情報

ハードウェア情報は、グループ ID 1として指定されます。使用可能な場合は、グループ 1は次の
機能情報を提供します。すべてのハードウェア情報が、機能マネージャをサポートする各プラッ

トフォームで使用できるとは限りません。

• Host Name

• Platform

•共有メモリサイズ

• IOメモリサイズ

ソフトウェアグループ情報

ソフトウェア情報は、グループ ID 2として指定されます。使用可能な場合は、グループ 2は次の
機能情報を提供します。すべてのソフトウェア情報が、機能マネージャをサポートする各プラッ

トフォームで使用できるとは限りません。

• Host Name

• Software

• Image

• Version

•ソフトウェアサブシステム：

• IP Multicast：IPマルチキャスト

• eigrp_ipv4

• eigrp_ipv6

• fh_fd_ipsla

• ospf

• ospfv3

• isis

• isis_ipv6
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• bgp_ipv4

• bgp_ipv6

• service_routing

機能データの XML スキーマ
SAF Forwarderに接続されている Extensible Messaging Client Protocol（XMCP）クライアント（外
部クライアント）がある場合、サービス ID 100である機能マネージャに登録できます。データは
次の XMLスキーマを使用して解釈できます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<xs:schema xmlns:xs='http://www.w3.org/2001/XMLSchema'>

<xs:element name="Capabilities" type="CapabilitiesType" />

<xs:complexType name="CapabilitiesType">

<xs:sequence>

<xs:element ref="Group" minOccurs="1" maxOccurs="unbounded" />

</xs:sequence>

</xs:complexType>

<xs:element name="Group" type="GroupType" />

<xs:complexType name="GroupType">

<xs:sequence>

<xs:element ref="Capability" minOccurs="1" maxOccurs="unbounded" />

</xs:sequence>

<xs:attribute name="Name" type="xs:normalizedString" use="required" />

</xs:complexType>

<xs:element name="Capability" type="CapabilityType" />

<xs:complexType name="CapabilityType">

<xs:sequence>

<xs:element name="Value" type="xs:normalizedString" />

</xs:sequence>

<xs:attribute name="Name" type="xs:normalizedString" use="required" />

</xs:complexType>

</xs:schema>

例：

<Capabilities>

<Group Name="HARDWARE">

<Capability Name="HostName">
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<Value>R100</Value>

</Capability>

<Capability Name="Platform">

<Value>Solaris Unix (Sparc) processor</Value>

</Capability>

<Capability Name="MainMemorySize">

<Value>63683Kbytes</Value>

</Capability>

</Group>

<Group Name="SOFTWARE">

<Capability Name="HostName">

<Value>R100</Value>

</Capability>

<Capability Name="Software">

<Value>Cisco IOS Software</Value>

</Capability>

<Capability Name="Image">

<Value>Solaris Software (UNIX-ADVENTERPRISE-M)</Value>

</Capability>

<Capability Name="Version">

<Value>Experimental Version 15.1(20110323:093227)</Value>

</Capability>

<Capability Name="ipmulticast">

<Value>Subsystem loaded</Value>

</Capability>

<Capability Name="eigrp_ipv4">

<Value>Subsystem loaded</Value>

</Capability>

</Group>

</Capabilities>
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機能マネージャの設定方法

機能マネージャの有効化および無効化

機能マネージャはデフォルトで有効になっています。機能マネージャはいつでも無効にしたり再

度有効にすることができます。

•機能マネージャを無効にすると、ローカルのネットワーク情報ベース（NIB）にインストー
ルされている機能情報は削除され、その情報はサービスルーティングから登録解除されま

す。

•機能マネージャを再度有効にすると、機能が再検出され、ローカルの NIBおよびサービス
ルーティングに情報が提供されます。

次の作業を実行して、機能マネージャを無効にして再度有効にします。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. no service-routingcapabilities-manager
4. service-routing capabilities-manager

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

機能マネージャを無効にします。no service-routingcapabilities-manager

例：

Router(config)# no service-routing
capabilities-manager

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

機能マネージャを有効にします。service-routing capabilities-manager

例：

Router(config)# service-routing
capabilities-manager

ステップ 4   

機能マネージャ情報の表示

機能マネージャに関する情報を表示するには、特権 EXECモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. show service-routing plugins plugin-name
2. show service-routing plugins capabilities-manager internal
3. show service-routing capabilities-manager
4. show service-routing capabilities-manager [group group-id] [local]

手順の詳細

ステップ 1 show service-routing plugins plugin-name

例：

Device> show service-routing plugins capman

Service Routing plugins:::
capman : 1.00.00 : Cisco Capability Manager

機能マネージャプラグインに関する情報が表示されます。

ステップ 2 show service-routing plugins capabilities-manager internal

例：

Device> show service-routing capabilities-manager internal

Service-Routing Capabilities Manager
====================================

Major Version: 1 Minor Version: 0 Edit Version: 0
Reachability: 5.12.20.13:0
Local Instance GUID: 53504531-3233-3830-3136-390000000000

機能マネージャに関する内部情報を表示します。
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ステップ 3 show service-routing capabilities-manager

例：

Device> show service-routing capabilities-manager

Service-Routing Capabilities Manager
====================================

Registered Capabilities
=======================

Group/ID: HARDWARE/1
Service: 100:1:53504531-3233-3830-3136-390000000000
Originator: 5.12.20.13
Capability Data:
<Capabilities>
<Group Name="HARDWARE">
<Capability Name="HostName">
<Value>Router</Value>

</Capability>
<Capability Name="Platform">
<Value>cisco WS-C4503-E (MPC8572) processor</Value>

</Capability>
<Capability Name="MainMemorySize">
<Value>786516Kbytes</Value>

</Capability>
<Capability Name="IOMemorySize">
<Value>20480Kbytes</Value>

</Capability>
</Group>
</Capabilities>

Group/ID: SOFTWARE/2
Service: 100:2:53504531-3233-3830-3136-390000000000
Originator: 5.12.20.13
Capability Data:
<Capabilities>
<Group Name="SOFTWARE">
<Capability Name="HostName">
<Value>Router</Value>

</Capability>
<Capability Name="Software">
<Value>Cisco IOS Software</Value>

</Capability>
<Capability Name="Image">
<Value> Catalyst 4500 L3 Switch Software (cat4500e-UNIVERSALK9-M)</Value>

</Capability>
<Capability Name="Version">
<Value> Version 15.2(1.1.69)E</Value>

</Capability>
<Capability Name="ipmulticast">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="eigrp_ipv4">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="eigrp_ipv6">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="ospf">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="ospfv3">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="isis">
<Value>Subsystem Loaded</Value>
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</Capability>
<Capability Name="isis_ipv6">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="bgp_ipv4">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="bgp_ipv6">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="fh_fd_ipsla">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
<Capability Name="service_routing">
<Value>Subsystem Loaded</Value>

</Capability>
</Group>
</Capabilities>

機能マネージャに関する情報を表示します。

ステップ 4 show service-routing capabilities-manager [group group-id] [local]

例：

Device# show service-routing capabilities-manager group 1 local

Service-Routing Capabilities Manager
====================================

Registered Capabilities
=======================

Group/ID: HARDWARE/1
Service: 100:1:53504531-3233-3830-3136-390000000000
Originator: 5.12.20.13
Capability Data:
<Capabilities>
<Group Name="HARDWARE">
<Capability Name="HostName">
<Value>Router</Value>

</Capability>
<Capability Name="Platform">
<Value>cisco WS-C4503-E (MPC8572) processor</Value>

</Capability>
<Capability Name="MainMemorySize">
<Value>786516Kbytes</Value>

</Capability>
<Capability Name="IOMemorySize">
<Value>20480Kbytes</Value>

</Capability>
</Group>
</Capabilities>

登録された機能に関する情報を表示します。

登録済み機能情報の削除

NIBから現在の機能情報を削除するには、次の作業を実行します。NIBが削除されると、機能マ
ネージャは自動的に新しい機能を再検出します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. clear service-routingcapabilities-manager

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

NIBデータベースの現在の機能情報を削除します。機
能マネージャが自動的に新しい機能を再検出します。

clear service-routingcapabilities-manager

例：

Device# clear service-routing
capabilities-manager

ステップ 2   

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Service
Advertisement Framework
Technology Command
Reference』

Service Advertisement Frameworkコマンド

   Service Advertisement Framework コンフィギュレーションガイド
84

機能マネージャの設定

その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/saf/command/saf-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/saf/command/saf-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/saf/command/saf-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/saf/command/saf-cr-book.html


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

機能マネージャの機能情報

表 4：機能マネージャの機能情報

機能情報リリース機能名

機能マネージャはデフォルトで

システムの起動時に有効化され

ます。起動時に、サービスルー

ティングクライアントとして

登録され、ハードウェアおよび

ソフトウェアプラットフォー

ムのさまざまな機能の検出を開

始します。

Cisco IOSXE3.3 SGでは、Cisco
Catalyst 4000シリーズスイッチ
のサポートが追加されました。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• clear
service-routingcapabilities-manager

• service-routingcapabilities-manager

• show service-routingplugins
capman

• showservice-routingcapabilities-managerinternal

• showservice-routingcapabilities-manager
group

15.0(1)SY、15.2(3)T、15.2(2)S

Cisco IOS XE 3.6S、Cisco IOS
XE 3.3SG

15.2(1)E

機能マネージャ
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http://www.cisco.com/support
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